
地域手当の見直し 標準生計費

　人事院が給与改定の勧告を行うにあたり、毎年４月に算出する１か月当たりの標準的な生計費で、給与改定の
基礎となるデータです。昨年（2023年）は、水光熱費の高騰にも関わらず、住居関係費が２人世帯で前年度（2022
年度）の79,300円から49,610円へと約30,000円も減少させており、データの信憑性や算定方法が疑われています。

今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード 　人事院は今年、10年に１度の地域手当の見直しを行います。現在、市町村ごとの単位で定めている方式を変更
し、都道府県ごとに大くくり化することを検討しています。大阪の地域手当は市町村ごとに16％から０％までの
開きがありますが、大阪自治労連は、大阪府内一律にして現行水準より引き上げることを要求しています。

「
私
の
生
活
証
言
・
家
計
簿
調
査
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
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私
は
実
家
で
家
族
４
人
（
父
母
、
姉
、

自
分
）
で
暮
ら
し
て
、
家
族
全
員
が
働

い
て
い
ま
す
。
私
の
４
月
の
給
与
は
19

万
５
８
７
８
円
で
、
こ
こ
か
ら
所
得
税

と
住
民
税
、健
康
保
険
料
や
共
済
年
金
、

せ
る
お
金
な
ど
な
く
、
た
だ
た
だ
預
金

通
帳
の
残
高
が
減
っ
て
い
く
だ
け
で
か

な
り
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
い
生
活
送
る
に
は

人
間
ら
し
い
生
活
送
る
に
は

月月
2525
万
円
以
上
は
必
要

万
円
以
上
は
必
要

　

物
価
上
昇
が
お
さ
ま
ら
な
い
中
、
賃

金
が
こ
の
ま
ま
で
は
、
正
直
に
言
う
と

何
の
幸
福
も
な
い
、
た
だ
働
い
て
最
低

る
と
、
か
な
り
の
打
撃
を
受
け
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
も
と
も
と
普
段
か
ら
朝
食
を
と

ら
な
い
た
め
、
今
回
は
１
日
２
食
で
記

録
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
３
万
７
９
１
０
円
の
赤
字
と
な
り
、

到
底
今
の
賃
金
で
は
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

毎
月
の
収
入
だ
け
で
は
、
貯
金
に
回

な
け
れ
ば
や
り
く
り
で
き
ま
せ
ん
。

１
日
２
食
な
の
に

１
日
２
食
な
の
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私
は
職
場
の
同
期
と
の
付
き
合
い
で

サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
１
日
で
３
０
０
０
円
と
レ
ジ
ャ
ー

施
設
で
遊
ぶ
に
は
安
い
金
額
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ざ
支
出
を
記
録
し
て
み

共
済
各
種
保
険
な
ど
を
差
し
引
き
、
さ

ら
に
固
定
費
の
町
内
会
・
サ
ー
ク
ル
会

費
、
組
合
費
、
新
聞
代
、
ブ
ロ
バ
イ
ダ

契
約
料
、
自
動
車
税
、
水
道
・
光
熱

費
、
家
賃
（
家
族
で
分
担
）
を
差
し
引

く
と
、
残
り
４
万
９
１
６
６
円
が
自
由

に
使
え
る
生
活
費
と
な
り
ま
し
た
。

食
費
は
１
日
８
３
３
円
で

食
費
は
１
日
８
３
３
円
で

や
っ
て
み
た
が
…

や
っ
て
み
た
が
…

　

ま
ず
初
日
に
、
私
自
身
で
掛
け
て
い

る
民
間
の
生
命
保
険
料
が
１
万
２
８
９

円
と
、
労
働
組
合
を
除
い
た
職
場
の
会

費
を
支
払
い
ま
し
た
。

　

食
費
に
つ
い
て
は
、
月
10
万
円
を
家

族
４
人
で
割
っ
た
金
額
を
さ
ら
に
30
日

間
に
割
っ
て
１
日
８
３
３
円
と
し
ま
し

た
。
食
費
を
で
き
る
限
り
節
約
す
る
た

め
に
買
い
物
は
限
界
ま
で
控
え
ま
し

た
。し
か
し
、暑
い
日
が
多
く
、時
折
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
購
入
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
１
個
あ

た
り
は
１
０
０
円
程
度
で
す
が
、
や
は

り
積
み
重
な
る
こ
と
で
食
費
が
積
み
上

が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

自
家
用
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
は
、
た
ま

た
ま
調
査
の
前
に
補
充
し
て
い
た
の
で

支
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
ソ
リ

ン
代
が
入
る
と
１
回
の
補
充
だ
け
で
約

３
０
０
０
円
近
く
か
か
る
た
め
、
予
算

内
で
収
め
よ
う
と
す
る
と
食
事
を
削
ら

限
の
食
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
生
活
を
す

る
し
か
な
く
、
何
の
た
め
に
生
活
を
し

て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
少
し
で
も
生
活
に
余
裕
の

も
て
る
く
ら
い
賃
金
を
底
上
げ
し
て
ほ

し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
憲
法
25
条

の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
」
を
送
る
た
め
に
は
、
月
額
25
万
円

以
上
の
収
入
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
阪
労
連
が
大
阪
労
働
局
と
交
渉

�

（
６
月
14
日
）

人
事
院
近
畿
事
務
局
交
渉
で
要
求

書
を
提
出
す
る
大
阪
自
治
労
連
・

仁
木
書
記
長
（
左
・
６
月
21
日
）

　

大
阪
の
自
治
体
で
働
く
青
年
職
員
は
今
の
賃
金
で
、
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
の
か
―

　

岸
和
田
市
職
労
の
中
山
拓
弥
さ
ん
（
25
歳
）
は
、
今
の
自
分
の
賃
金
で
ど
れ
だ
け
の
生
活

が
で
き
る
の
か
を
再
認
識
し
よ
う
と
大
阪
労
連
が
取
り
組
ん
だ
「
私
の
生
活
証
言
・
家
計
簿

調
査
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
５
月
に
自
分
の
生
活
を
１
か
月
間
記
録
し
て
「
食
事
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
」
と
い
う
中
山
さ
ん
の
生
活
実
態
を
紹
介
し
ま
す
。

岸和田市職労
中山　拓弥さん

（25歳・岸和田市上下水道局下水道整備課）

いまの賃金ではいまの賃金では、、何のために生活何のために生活

しているのか わからなくなるしているのか わからなくなる

憲
法

25
条「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」に
は
月
25
万
円
以
上
が
必
要

人
事
院
近
畿
事
務
局
に

要
請
と
交
渉　

大
阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

に
要
請　
　
　
　
　

中山さんの１か月の家計簿（５月７日～６月６日）

全世代にわたる職員の大幅賃上げを全世代にわたる職員の大幅賃上げを

最賃いますぐ時給1500円以上に最賃いますぐ時給1500円以上に

６
月
６
月
2121
日日
・・
７
月
９
日

７
月
９
日

７
月
２
日

７
月
２
日

　

近
畿
公
務
共
闘
は
６
月
21
日
と
７

月
９
日
に
人
事
院
近
畿
事
務
局
と
交

渉
し
ま
し
た
。

　

大
阪
公
務
共
闘
の
坂
田
議
長
（
大

阪
自
治
労
連
執
行
委
員
長
）
は
「
全

世
代
の
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃
上

げ
を
」
と
要
請
。
大
阪
自
治
労
連
の

仁
木
書
記
長
は
「
地
域
手
当
は
大
阪

府
内
一
律
に
し
て
引
き
上
げ
を
。
非

常
勤
職
員
の
病
気
休
暇
を
有
給
に
し

て
改
善
を
」
と
求
め
ま
し
た
。
人
事

院
は
「
職
員
団
体
の
意
見
も
聴
き
な

が
ら
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

人
事
院
は
８
月
上
旬
に
も
国
家
公

務
員
の
賃
金
改
定
に
関
す
る
勧
告
を

行
う
予
定
で
す
。

　

大
阪
労
連
は
６
月
14
日
に
大
阪
労

働
局
交
渉
を
実
施
し
、「
大
阪
の
最

低
賃
金
を
時
給
１
５
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
よ
。
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
を
実
現
す
る
法
改
正
を
行
え
」

と
要
請
。
７
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

第
１
回
大
阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

に
各
産
別
か
ら
傍
聴
者
を
派
遣
し
ま

し
た
。

　

審
議
会
は
７
月
に
審
議
を
行
い
、

８
月
上
旬
に
最
低
賃
金
の
改
定
額
を

大
阪
労
働
局
に
答
申
し
ま
す
。
大
阪

労
連
は
最
賃
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

署
名
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
も

審
議
会
へ
の
傍
聴
、
庁
舎
前
の
座
り

込
み
を
実
施
し
ま
す
。

自
ら
の
１
か
月
の

実
生
活
を　
　
　

記
録
し
て
証
言　

Ⅰ．１か月の収入
月額賃金＝Ａ 195,878

Ⅱ．給与から天引き分
所得税 5,560
住民税 12,500
その他の税金
（介護保険） 0

健康保険 10,289
共済年金 6,000
共済各種保険 47,269
合計＝Ｂ 81,618

Ⅲ．１か月の支出 
食費 34,569
住居費（家賃） 20,000
家具・什器費 0
水道・光熱費 12,500
被服身廻品 0
医療・衛生費 4,200
教育費/育児費 0
交際費 0
通信費（TV受信
料、プロバイダ契
約等）、新聞代等

20,900

自動車税等 20,000
教養・娯楽費 4,000
町内会・サークル
会費等 8,250

組合費 3,181
職場の会費 8,181
民間生損保・保険
料 10,289

雑費 6,100
預貯金 0
合計＝Ｅ 152,170

Ⅴ．１か月の収支
Ａ－Ｂ－Ｅ －37,910


